
  
・
今
後
必
要
な
の
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の 

「
安
否
確
認
」
や
電
話
そ
の
他
に
よ
る
様
々
な
ケ 

ア
で
、
こ
れ
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の 

確
立
で
し
ょ
う
。 

・
さ
ま
ざ
ま
な
住
ま
い
方
へ
の
対
応
―
介
護
が
必
要 

 

に
な
っ
た
場
合
～
自
宅
か
施
設
か 

・
自
宅
―
健
康
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
一
般
賃
貸
住 

宅
で
は
住
み
続
け
ら
れ
な
い
。 

・
終
末
医
療
へ
の
関
心
と
混
乱
―
延
命
治
療
は
是
か 

非
か
。
胃
ろ
う
は
悪
か
。
安
楽
死
、
尊
厳
死
等
々
。 

・
人
生
の
最
終
段
階
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
ー
二
十 

歳
以
上
の
男
女
、
回
収
数
八
百
、
七
十
三
％
が
六 

十
歳
以
上
。
家
族
は
四
十
％
が
夫
婦
二
人
暮
ら
し
。 

 
 

＊
最
終
段
階
に
関
心
が
あ
る
ー
ほ
ぼ
全
員
。 

 
 

＊
最
期
を
迎
え
た
い
場
所
―
八
十
％
が
自
宅
。 

現
実
は
二
〇
〇
九
年
で
、
八
八
％
が
自
宅
以
外
。 

・
自
己
決
定
す
る
た
め
に
ー
当
事
者
と
し
て
の
自
覚 

を
持
ち
、
人
生
設
計
力
を
つ
け
る
。
～
余
生
は
悠
々 

自
適
、
老
い
て
は
子
に
従
え
？ 

                    

  〇
高
齢
者
が
創
る
成
熟
社
会 

・
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
、
ど
ち
ら
が
得
か
、
か
ら 

＊
ど
う
す
れ
ば
社
会
が
も
っ
と
良
く
な
る
か 

＊
そ
の
た
め
に
当
事
者
と
し
て
何
が
で
き
る
か 

・
自
分
の
人
生
を
総
括
し
て
み
る
ー
自
覚
的
に
生
き 

直
す
手
続
き
、
新
し
い
価
値
観
の
獲
得
、
物
や
金 

へ
の
関
心
か
ら
哲
学
の
時
代
へ
。 

・
地
域
に
根
ざ
し
た
地
道
な
取
り
組
み
へ
の
関
わ
り 

・
新
し
い
「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
づ
く
り
へ 

・
血
縁
に
頼
ら
ず
、
地
域
と
の 

繋
が
り
を
つ
け
る
。 

・
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ 

エ
イ
ジ
ン
グ 

＊
誰
か
に
自
分
の
人
生
を
委
ね
て
し
ま
う
の
で
は 

は
く
、
自
身
の
意
思
で
人
生
を
全
う
し
、
納
得 

で
き
る
生
涯
を
送
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。 

・
バ
ト
ラ
ー
博
士
（I

L
C

の
創
設
者
）
の
定
義 

 
長
生
き
の
価
値
は
そ
の
長
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
か
に
あ
る
。 

―
こ
の
後
、
若
干
の
質
疑
・
感
想
表
明
が
あ
っ
て
、 

会
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

  
 
 

（
柴
田 

記
） 

                  

  

東
京
高
退
連 

 

介
護
保
険
制
度
見
直
し
（
第
六
期
）
に 

 
 

 
 

関
し 

三
区
二
市
当
局
に
要
請 

 

 

高
退
連
は
、
四
月
下
旬
標
記
の
五
自
治
体
（
港
・

北
・
荒
川
の
各
区
、
青
梅
・
西
東
京
の
各
市
）
に
対

し
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
・

第
六
期
見
直
し
に
つ
い
て
、
左
記
の
四
団
体
各
委
員

長
連
名
に
よ
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 
  

１
．
東
京
高
齢
・
退
職
者
団
体
連
合
、
２
．
自
治

労
東
京
都
本
部
、
３
．
自
治
労
東
京
退
職
者
会
、

４
．
当
該
区
・
市
職
幾
労
働
組
合 

  

高
退
連
は
、
介
護
保
険
制
度
発
足
の
翌
年(

二
〇
〇

一
年)

か
ら
、
都
内
五
区
・
四
市
に
対
し
主
と
し
て
介

護
保
険
制
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
資
料
は
蓄
積
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
を
充
分
活
用
し

て
き
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

 
 

                   

今
回
は
、
国
の
「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」 

報
告
書
と
「
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
」
に

お
け
る
審
議
で
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
を
各
自
治
体
が
ど
う
受 

け
止
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
そ
の
見
解
を
求
め
る

形
の
要
請
に
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
項
目
に
つ
い
て
で
す
。 

 

①
要
支
援
者
へ
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
支
援
事
業

に
移
行
す
る
（
自
治
体
移
管
）
こ
と 

②
「
高
額
所
得
者
」
の
一
割
負
担
か
ら
二
割
負
担
へ

の
増
額 

③
「
施
設
入
所
困
難
者
の
解
消
」
と
在
宅
介
護
制
度

の
充
実 

④
介
護
保
険
制
度
が
、
保
険
制
度
な
の
か
税
方
式
な

の
か
の
問
題 

 
 

こ
れ
ら
の
事
項
を
「
要
請
書
」
と
し
て
ま
と
め
、 

上
記
の
五
自
治
体
に
提
出
し
、
回
答
を
求
め
ま
し
た 

そ
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

①
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
に
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。
た
だ
、

財
政
状
況
に
よ
り
、
自
治
体
間
の
格
差
が
生
じ
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。 

②
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国
の
施
策
内
容
が
未
定
な
の

で
、
具
体
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

③
こ
れ
に
関
し
て
は
、
自
治
体
間
に
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、「
特
養
」
が
整
備
さ
れ
て
い
る
青
梅
市
と
港
区

は
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
自
治
体

で
は
「
用
地
確
保
と
財
政
が
困
難
」
と
い
う
理
由

で
施
設
の
新
設
が
困
難
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
す
。 

④
こ
れ
は
い
ず
れ
の
自
治
体
で
も
、
財
源
は
保
険
料

で
賄
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
保
険
方
式
で
と
い

う
認
識
で
し
た
。 

  

今
後
、
未
回
答
の
自
治
体
も 

含
め
て
ま
と
め
た
上
、
詳
し
い 

内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
柴
田 

記
） 

     「集団的自衛権」の別の見方  
                 中村 壽二 
 
日本の現政権は、憲法の基本原則である立憲主義に違反して

まで集団的自衛権を推し進め、国民投票で憲法９６条を改正、

衆参両院の各議員総数の二分の一以上の賛成を得ようとして

いる。それが心ある人々から嫌悪の目で見られているのは百も

承知の上で、安倍首相はその持つ権力を振りかざしてそれを強

行しようとしている、と私は思う。 

この「集団的自衛権」は、一般的には日本が同盟国アメリカ

に戦争に協力して参戦できるというふうに理解されているが、

私は安倍首相の狙いは（その日頃の言動からあえて推測すれ

ば）全く逆ではないかと思っている。すなわち、自分で北朝鮮

又は中国に戦争を仕掛け（それは到底成功するとは思えない

が、仮に成功したとすると）、これまで曲がりなりにも平和主

義を重んじてきたアメリカのオバマ大統領を強引に戦争に引

きずりこもうという意図ではなかろうか。安倍首相はその戦い

に勝って世界一の英雄になるつもりでいるのかもしれないが、

それは恐るべき第三次世界大戦への道であり、人類自滅への第

一歩になるのでは…と、私は多いに危惧している。 
 
ああ彼の望むは集団自衛権― 

アメリカ誘ひ北攻めんとや 
 

 以下、私の自己宣伝になってまことに恐縮ですが、上の歌

は昨年中頃の作で、年末に上梓した松宮静雄（私の筆名）名義

の拙著新歌集「病勢転変」の中の一首です。 

この歌集は都退教協にも一冊お送りしてありますが、上の歌

のような時事詠は少なく、大部分の作は歩行もできぬ難病の私

の病状をつぶさに歌いあげた「命の叫び」です。 

この本は手元に多数残っていますから、ご希望の方がおられま

したら、定価に関係なく「謹呈」として無料でお送りします。

（でも、短歌に興味のない方には無理にはお薦めしません。） 

（〒206－0033 多摩市落合 2－11－11－204  中村 壽二） 

  

 
 事務局から 

① CDを同封しましたー3月に行われた都退協合宿での中西満

氏による講演「地域・在宅の暮らしを支える介護保険制度の

改善とセーフティーネットとしての老人福祉法の復権を」を

録音した CD(「介護保険制度改定の動向と問題点」)を全

会員にお送りしました。個人・地域での理解・学習にご活用

ください。 
 

②「さようなら原発１０００万人アクション」 

 ・日時 ６月２８日(土)１３時から 

 ・場所 明治公園 

 ・内容 アピールー内橋克人 澤地久枝 中山千夏他、デモ 

  

 

 

  

(2) 

講
演 

「少
子
高
齢
社
会
日
本
」 

③ 
 

講
師 

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長 

志
藤 

洋
子
さ
ん 

 

安 心 と 信 頼 の 社 会 保 障 制 度 を 確 立 し よ う ! 

寄 稿 


